
～ 令和7年１１月４日（火）

（対象者数） 17名 （回答者数） 15名

～ 令和7年１１月４日（火）

（対象者数） 4名 （回答者数） 4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・利用児と一緒に活動を考え取り組める

   機会を作っていく。

2

・今後も定期的に訓練を実施し、その都度

   マニュアルの見直しを行う。

3

・継続して支援を行う。

　

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・研修を活かした取り組みや対応を活動プ

　ログラムに繁栄させていく。

・見学会等を開催し、どのような環境で活

   動を実施しているのかを見てもらう機会

    を作っていく。

2

・保護者に緊急時における対応を伝え、必

  要な訓練には協力を求める。

・緊急時の連絡体制の強化を図る。

   (通信アプリ等の活用）

・環境調整を行い、間接的支援で対応をす

　る。

3

・今後も事業所のイベントや行事、地域の

　行事等に一緒に参加する機会を増やして

　いきたい。

○事業所名 障害児者生活支援センターかけはし

○保護者評価実施期間 令和7年１０月２２日（水）

○保護者評価有効回答数

令和7年１０月２２日（水）

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和７年１１月４日（火）

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

保護者を含めた研修・イベント等の実施の機

会が少ない。

・今年度は1回、保護者と一緒に地域のイベント

　に参加した。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者への説明等 ・活動の様子についてはお便り等で発信を行って

　いるが、職員の訓練・研修の実績について保護

　者に発信する機会が少なかった。

・保護者の見学会等がないため、強みとしてい

　る環境調整等の認識がされていなかった。

緊急時の対応の周知と協力体制 ・マニュアルは整備されているが、周知・説明は

　されていない。

・一斉連絡を行う手段がなく、非常時は1件1件連

　絡をするため、時間を要してしまう。

同性介助 ・着替え、トイレ、外出の際は出来る限り同性

  介助を行っているが、男性職員が少ないため、

 男性利用児への介助に同性が付けない事もある。

適切な支援の提供 ・発達障害の利用児の対応は個々の障害特性に合

  わせた支援方法を組み立てている。また、ライ

  フステージに合わせた取り組みも積極的に行っ

  ている。

・地域の資源を活用し、社会性を身につけるプ

   ログラムを多数取り入れている。

・必要に応じてマンツーマン対応を行っている。

緊急時における対応 ・今年度は、保護者の協力を得て引き渡し訓練を

　実施した。

・無断外出訓練、感染対策研修・訓練、水害訓練

  等安全計画に基づいて訓練を実施し、マニュア

 ルの見直しを行っている。

利用児の活動や特性に合わせた空間の工夫 ・利用児のライフステージや特性に合わせて、机

   やいすのサイズを調整したり、集中しやすいよ

   うに個別の空間の提供を行い、安全かつ、プロ

  グラムに集中しやすい環境づくりを行っている

・利用児の特性に併せて、個別、小グループ、集

　団での活動場面を設けている。

事業所における自己評価総括表公表


